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回転角に応じた感度の変動(センサーの方位特性)は、理想的には完全にフラットであることが求められます。乱れの原因として、通常フォトダイオー
ドの受光面は製造の都合から正四角形であり、その受光面には拡散板を通過した光が入射 しますが、それ故ある程度以上の入射角において、
その拡散が不十分な場合に、筐体もしくはフォトダイオードのキャンの壁面で作られる影によって実効的な受光面積が変動し、回転角によって受光
感度が変化してしまう結果となります。
もう一つの原因は、機械加工精度です。一般公差で±0.05mmがその範囲です。これは、拡散板が大きいほど誤差の割合が少なくなることを意
味し、例としてφ8mmの拡散板で最大0.05mmの寸法誤差が生じると、0.6％のアジマスエラーの要因になります。MIJ-14シリーズではこの点を考
慮し、φ14mmとしています。その結果、乱れの実測値は最大0.48％で す。以下にMIJ-14シリーズの60°傾斜時におけるアジマス特性、アジマス
検査装置の写真を示します。


